
長谷川淑子七宝工房

大切な人との思い出の空間

厨子の歴史は、法隆寺の玉虫厨子に代表されるように、飛鳥時代にまで遡ります。当初は食品や日用品を
収納する道具でしたが、仏教の普及とともに御本尊様やご位牌を安置する仏具としての役割を持つように
なりました。現代では信仰の枠を超え、大切な人の形見や御守りを納める箱としても利用されています。

長谷川淑子

長谷川淑子七宝工房では、現代の多忙な日常に「祈り」と「安らぎ」の空間を提供したいという想いか
ら、この厨子を「思い出BOX」と名づけました。大切な人、そして自分のために、あなた流の使い方で
ご活用いただければ幸いです。 

www.yoshikohasegawa.com

厨子「思い出BOX」は完成作品以外にも、色や七宝焼き部分のデザインなど、
セミオーダーでのご注文もお受けいたしますので、お気軽にご相談下さい。

TEL:03-5976-5481／FAX:03-5976-5491（営業日:水・木・金）
〒113-0021　東京都文京区本駒込6-5-5

セミオーダーメイド
ご案内

厨子・思い出 BOX

写真：厨子「飛龍」/ うるしっぽう（七宝焼・漆・金箔）/ H32.3 × W23.0×D18.0（cm）


